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Abstract
I　In this study, a coach is intended that we clarify it from the data analysis of the game and 
examine it whether players can practice a game concept in a team formation process.
In this study, we used two methods called an interview investigation and video analysis. And I 
analyzed a game about four items of a shot, a pass, a trap, the ball acquisition.
From the analysis of this example, it was suggested that following two points were important.
1) Ball capture in the vital area.
2) Improvement of the technique such as the pass in the vital area, a trap and the shot.
　　It will be necessary for the coach to brush up a team concept more in future. In addition, it is 
demanded from the team by training that improvement knows the problem. And it is demanded 
that the team practices a game at a higher level.
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はじめに
　日本サッカー協会は 2005 年宣言 1）として 2015
年までに世界ランキングトップ 10 入りを掲げ、そ
の日本代表チームが世界で結果を残すために，日
本代表チームの礎となる育成年代の強化を強調し
ている。そうでなければ継続的に日本代表チーム
を強化することは困難であり 2）世界ランキングに
入ることは勿論、近年レベルが上がってきている
アジアでも上位レベルを保つのは容易ではないで
あろう。
　日本と韓国は世界と異なり、学校制度のなかで
スポーツ強化が図られてきた歴史があり、プロ選手
に成るために多様なコースが用意されている３）。そ
のなかでも大学を経由してのプロ選手は年々増加
をしており注 1）、日本サッカー界の底上げのために
も大学年代の強化も一つの大きな課題といって差
し支えないであろう。全日本大学サッカー連盟では、
2 年に 1 回開催されるユニバーシアード大会優勝を
目指して選手を選抜し、強化を図ってきている注 2）。
　このように大学年代の強化の必要性はいうまで
もないが、それではどのように育成していくかと
いう指導者の育成も大切になってくる。つまり、
豊富で的確なコーチング論を有した指導者を育成
していくことが、結果的に育成年代の強化になる
ということなのである。湯浅４）は、「サッカーは、
自由なプレーが基本だからこそ、逆にそこにはキ
チンと守らなければならない基本的なルールがあ
る。」と指摘している。逆に言えば「基本的なルー
ル、戦術を理解することなくサッカーをプレーす
ることはできない」と捉えることもできるのであ
る。それでは現在、コーチング学研究でトレーニ
ング方法および指導方法を選手に理解、実践でき
るようにしているのだろうか。吉村５）によると、
サッカーにおけるこれまでの研究は、シュートや
センタリング、パスと言った技術的な部分を抽出
したゲーム分析、移動距離や選手の体力的要素を
分析したもの、選手の心や意識に焦点をあてた心
理的なものが中心であり、戦術理解に関するもの
が少ないことを指摘している。そして、選手に戦
術を理解させつつ有効的なトレーニング方法およ
び指導方法を確立することを目的に、トレーニン
グ方法を立案・実践し、試合等からビデオ映像を
利用し客観的に選手へのフィードバックを繰り返
す方法でトレーニング効果が発揮されることを明
らかにした。
　その一方で李６）は、スポーツ心理学の側面から
認知的トレーニング方法が現場レベルで確立され
ていないことを指摘しつつ、日韓の大学代表選手の
心理的競技能力の比較から、日本選手が韓国選手
より判断能力、予測力が劣っており日本サッカーの
競技力向上のために認知トレーニングが必要なこと
を明らかにしている。その後、李７）は、室内でビ
デオを用いた実用性ある認知トレーニングを行うこ
とにより、カウンター攻撃トレーニングにおいて、
状況判断力向上と共にパフォーマンスにも良い影響
があり、トレーニングの効果の有用性を明らかにし
ている。これらの研究は、現場指導者においてい
かに選手に効果的に共通認識、戦術理解をもたら
すかをテーマとした研究であると考えられる。その
一方で、2014 年に行われたブラジル W 杯の結果は
圧倒的な力で優ドイツが優勝することとなった。こ
の優勝の要因のひとつに挙げられているのがデー
タ分析である。優勝国であるドイツサッカー連盟
（DFB）は自国の IT 企業でソフトウェア開発会社
「SAP」注 3）とタッグを組んだことである。ドイツ代
表監督であるレーヴ監督は、自分が目標に到達する
ためのデータを「SAP」に求め、それをトレーニン
グに落とし込んだ結果が優勝への原動力となった
ことは明らかである。また、SAP ジャパンでスポー
ツ分野を担当する山本は、「選手起用や交代につい
て、選手と監督の意見が食い違うことがあるが、リ
アルタイムデータがあれば試合中のプレーを客観的
に評価することができる。それを見ながら話し合え
ば、納得も得られやすくなるはず」と、データがチー
ム内の意思統一にも役立つのではないかと話して
いる８）。このことは、先に述べた李の認知トレーニ
ングを補強する役割も果たすことになり、指導者と
選手間の共通認識を高めることになる。 
 またドイツに 33 年間在住し、サッカーを分析する
ことを生業としている庄司９）は、現代サッカーが
システムからゲームコンセプトの時代へと変化して
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いることを指摘している。つまりシステムありきで、
それに選手を当てはめるのではなく、監督のゲー
ムコンセプトをトレーニングによりいかに効率的に
選手に伝え、そのイメージを共有することによって
チームを創りあげていく時代に入ってきていること
指摘しているのである。これらのことから現代サッ
カーでは、試合のゲーム分析を的確に遂行し、そこ
から得られたデータを基に監督のゲームコンセプト
に適合したトレーニング方法を立案・実践し、選手
との共通認識を確立することが必要になってくるの
である。このような PDCA サイクル注 4）を繰り返す
なかで、現代サッカーではデータ分析をトレーニン
グに落とし込む必要性が以前にも増して高くなって
きているのである。
　ただし、選抜チームの特性上、練習時間の制限
があることから、今回のようにゲームを分析した
データをもとに戦術やトレーニングメニューを考
案することは有効的であると考えられる。以上の
ような認識のもと、事例として日本の大学選抜の
指導者が、2 年間を掛けて PDCA サイクルによっ
てどのようにチーム形成及び修正しているかを確
認していきたい。
　そこで本稿においては、まず指導者がゲームコ
ンセプトとして何を選手に伝え、試合のデータ
分析から何がコンセプト通り出来、何がすること
が出来なかったかを明らかにすることを目的とす
る。そのため次期ユニバーシアード大会まで継続
的に代表を追い、問題点をどのようなトレーニン
グにより修正するかのプロセスを蓄積することに
より、コーチング学研究のゲームコンセプト認識
トレーニングの方法論を明らかにしていくことを
目指している注 5）。
2. 研究対象と方法
2-1. 分析対象
　2014 年 3 月 29 日に等々力競技場にて開催
された、第 11 回デンソーカップ日韓大学選
抜定期戦・全日本大学選抜対全韓国大学選抜
の試合をゲーム分析の対象とした。
分析対象である試合は、数少ないタイトルを
賭けた国際試合であるため、トレーニング
マッチとは異なり内容的にも攻撃、守備の両
面においてシビアな局面が抽出できると考え
られる。
2-2. 分析方法
　本稿では、聞き取り調査とビデオ分析と
いう２つの方法論を組み合わせる形式で
行った。
１）指導者のゲームコンセプトについては、
試合終了後日に聞き取り調査を行っ
た。その祭、ゲームコンセプトとして
選手に何を伝えたかを明らかにし、そ
の後、ゲーム分析結果を見た後に結果
について話し合いを行った。
２）ゲーム分析に関しては、Sony 製ハード
ディスク内蔵型カメラで試合は撮影し
た。撮影された映像をパソコンに取り
込み後、Mpeg 形式に変換した。その映
像から DATA ストライカーサッカー入
力システムを用いてプレーを入力する
作業をした注 6）。分析内容は、両チーム
のシュート数、パス総数・交換数、トラッ
プ、ボール獲得とした。
3. 結果
3-1. 全日本選抜指導者からの聞き取り調査から
　指導者がこの大会を迎えるにあたって、事
前合宿などで選手たちに伝えている大枠のコ
ンセプトが以下の 4 点である。
・日本代表としての自覚を持つこと。
・闘争心（戦う気持ち）。
・3 原則：運動量、玉際、繰り替えのすべて
のところで相手を上回ること。
・ 特徴を持っている選手を選考（高さ、スピー
ド、クイック）。
　次にこの大会を迎えるにあたって、今回は
攻撃面での特別の指示はでていない。これは
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チームをまだ立ち上げたばかりであり、時間
的に少ないことがあり、まずは守備面を意識
していた。守備コンセプトは以下のようで
あった。
　相手がどこのエリア（DF、MF、FW）でボー
ルを持っているかによって変わる。
（1）○○させない！（DF ゾーン）
○○に入るのは以下の 4 点である。
 ①シュートコースを開けない
 ②シュートをうたせない
 ③クロスをあげさせない
 ④１: １抜かれないなど
などであった。
（2）ブロックをしっかりと形成し、サイード
に追い込む。（MF ゾーン）そして、ボー
ルを奪ったら切り替えを速くしたカウン
ター攻撃を意識する。
（3）奪われた瞬間プレスをかける。（FW ゾー
ン）そして、相手の DF ゾーンで奪い返
すこと。
　　　 これらを踏まえて、選手はその局面で
のゲームコンセプトを理解し試合に臨ん
でいたと考えられる。ただし、これらが
出来なかった場合は、MF ゾーンでしっ
かりとブロックを形成する。それが出来
なかったら、DF ゾーンで○○させないこ
と。以上の守備に関して、その最低限の
エリア毎に対応する守備コンセプトの徹
底を選手たちに伝えて試合を迎えている。
（4）実際の試合結果のゲーム分析を行う。試
合は６－０で全日本大学選抜の勝利で
あった。
3-2. シュート
　表 1 をみてみると、全韓国大学選抜の総
シュート数は 9 回、全日本大学選抜の総シュー
ト数は総 15 回で、有効シュート数は全韓国大
学選抜が前半 4 回、後半 0 回で総 4 回、成功
率は（0 点）0%、全日本大学選抜の有効シュー
ト数は、前半 2 回、後半 7 回、総 9 回で、成
功率は（総 6 得点、フィールド 4 得点、PK2
得点）26.7% で全日本大学選抜が高い成功率
であった。
3-3. パス
　表 1 をみてみると、全韓国大学選抜の総パ
ス数は 401 回、その内 275 回成功で、69.2%
の成功率であった。また、全日本選抜の総パ
ス数は 396 回、その内 272 回成功で 69.1% 成
功率であった。総パス数と成功率では両チー
ムの間には大きな数字の差はなかった。ただ
し、プレー位置は、お互いのバイタルエリア
では両国のプレー数は殆ど変わらない。中盤
では日本の方が韓国に比べプレー数が多く、
韓国の方が最終ラインでのプレーが日本に比
べ多かった。また、両チームの中盤でのパス
表 1．両国のシュート、パス、トラップの比較
 
全韓国大学選抜 全日本大学選抜
シュー ト（有効シュー ト数） 総シュー ト9 本（4 本）0％ 総シュー ト15 本（9 本の内 4 得点）26.7％
パス（成功数、成功率） 401本（成功275 本、69.2％） 396 本（成功 272 本、69.1％）
トラップ（成功数、成功率） 252 本（成功223 本、88.5％） 261本（成功 233 本、89.3％）
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図 1.　両チームのプレー数と位置
図 2-1.　両チームのパス交換（前半）
275回
（47％）
297回
（51％）
121回
（21％）
120回
（21％）
196回
（33％）
172回
（29％）
全日本大学選抜
全韓国大学選抜
89回 143回
交換数（前・後半）をみてみると、全韓国大
学選抜は 192 回、全日本大学選抜は 222 回で
全日本大学選抜の方が中盤でのパス交換数が
多いことが示された。
専修大学スポーツ研究所紀要　第38 号　2015 年 3 月
─　26　─
103回 79回
図 2-2．両チームのパス交換（後半）
図 3．両チームのボールトラップ数と位置
全日本大学選抜
全韓国大学選抜
 3-4. トラップ
　表 1 をみてみると、全韓国大学選抜は、
総 252 回の内、223 回成功で 88.5% の成功率
を示し、全日本大学選抜は、総 261 回の内、
233 回成功で 89.3% の成功率であった。数字
だけでは両チームの差はなかった。しかし、
競技場を 6 分割したデータの図 3 をみてみる
と、バイタルエリア注 7）のトラップの成功率
は、全日本大学選抜は、総 39 回をトライし
90% の成功率を示した。対する全韓国大学選
抜は、総 42 回をトライし 79% の成功率を示
し、全日本選抜の方が高い成功率を示された。
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図 4-2.　両チームのボールゲイン数と位置
全日本大学選抜
全韓国大学選抜
44回
54回
30.0%
%
攻撃方向
20.0%
10.0%
1 ～ 4 エリア
44
本
60
50
40
30
20
10
0
54
6st エリア 5st エリア 4st エリア 3st エリア 2st エリア 1st エリア
全韓国大学選抜 13.30％ 33.70% 26.50% 20.50% 4.80% 1.20%
全日本大学選抜 23% 23% 33% 13% 7% 1%
0.0%
図 4-1．両チームのボールゲイン数
3-5. ボール獲得
　競技場を 6 分割したデータの図 4-1、図 4-2
をみてみると、高い位置（1–4 エリア）でのボー
ルゲイン（獲得）数が、全韓国大学選抜は総 
44 回で、全日本大学選抜は総 54 回を示した。
全日本大学選抜の方が 10 回多かった。
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4. 考察
　第 11 回デンソーカップ日韓大学選抜定期戦に
おいては、全日本大学選抜が全韓国選抜より、パ
スの成功率、シュート数、バイタルエリアでのト
ラップの成功率が高かった。
　また、ボールゲインでは、全日本大学選抜が
「ボールゲイン」の割合がより相手ゴールに近い
ゾーンであったことが確認された。つまり、得点
を多くとるためには、攻撃ゾーンでいかに相手か
らボールを奪うかということが重要である 6）こ
とから、全日本大学選抜チームの「敵陣でボール
を奪われた瞬間プレスをかけるそして、相手の
DF ゾーンで奪い返すこと。これらが出来なかっ
た場合は、MF ゾーンでしっかりとブロックを形
成すし、相手のボールを奪ってからカウンター
攻撃を狙う」と言ったこのコンセプトは、総得
点 6 点のうち、2 得点（PK 獲得）をあげ指導者
のコンセプトが浸透した結果だと考えられる。 
Charles Hughes. もボールを失った時にチームが
コンパクトであれば、効果的な守備戦略に直ち
に切り替えることができ、コンパクトな形を保っ
ていれば、相手側が効果的な攻撃を始めることを
大変難しくすると報告している 10）。まだ高い位
置でプレッシャーをかけることで、相手に対し判
断する時間・プレーする時間とスペースを少なく
し相手のミスを誘いボールを奪うことも可能にな
る。従って、この大会におけるボール獲得数とエ
リアの分析によって、攻撃ゾーン、つまり高い位
置でボールを奪うことが得点に結びつく割合が高
いということが示された。
　シュート・パス・トラップのすべてのプレーに
おいて守備選手は攻撃選手が仕事をするスペース
を規制しなければならない 11）。特に、現代サッ
カーでは、攻撃の際、得点力を高められる方法
としてバイタルエリア浸透をあげられている 12）。
これは、 ラストパスの成功率を高められること、
相手ゴールに向かって 2 列目からの動きがより有
効的であること、まだミドルシュートが狙いやす
い位置であることことから、この位置でのパスや
トラップの成功率を高めることによって試合の
勝敗を左右されることになる。また、守備の際、
第一の目的は、ゴールを守ることである。した
がって、バイタルエリアにおける守備が重要で
ある。竹内らは 12）バイタルエリアからのパスに
よるシュートが現代サッカーにおける傾向とし
て多く、得点を得るためにも、失点を防ぐため
にもこれらの点を意識することは重要であると
報告している。
　スペースが無いバイタルエリア内外を攻略する
ためには、そこでのパスの精度を高められること
やそこで起点を作れるトラップの成功率、ミドル
シュートが狙いやすい位置であることから、今後
も得点率を（有効的なシュート）を高めるために
も、バイタルエリアでのパスやトラップの成功率
をより上げていく必要がある。従って、バイタル
エリアでのすべてのプレーは攻守において最も重
要な位置であることが示唆された。
5. まとめ
　日本と韓国は世界と異なり、学校制度のなか
でスポーツ強化が図られてきた歴史があり、プ
ロ選手に成るために多様なコースが用意されて
いる。そのなかでも大学を経由してのプロ選手
は年々増加をしており、日本サッカー界の底上
げのためにも大学年代の強化も一つの大きな課
題となっている。そこで本稿においては、まず
指導者がゲームコンセプトとして何を選手に伝
え、試合のデータ分析から何がコンセプト通り
出来、何がすることが出来なかったかを明らか
にすることを目的としている。
　今回の分析から、チームコンセプトが一定レ
ベルで遂行することが出来ていることが明らか
になった。その一方で、サッカーにおける勝利
への有効な戦術、得点を多くとるためには「バ
イタルエリアでのボール奪取」「バイタルエリア
でのパス、トラップ、シュートなどの技術力の
向上」が重要であるということが示唆された。
これは今大会を迎えるにあたって、指導者のコ
ンセプトを選手たちが韓国代表を上回る形で遂
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行できたことが大きな要因であったとも考えら
れる。また、大学サッカー界を含めた日本サッ
カー界のレベルの向上を図るには、攻守におい
てのバイタルエリアの攻略という新たな課題を
抽出することができた。今後は、チームコンセ
プトを更にブラッシュ・アップし、トレーニン
グによってその課題を改善することにより、更
に高いレベルでの試合の中で実践していくこと
が求められる。
　今後の課題として、本稿において試合後の次
への修正トレーニングの検討を含めていない。
そのため次期ユニバーシアード大会まで継続的
に代表を追い、問題点をどのようなトレーニン
グにより修正するのか、そのプロセスを蓄積す
る必要がある。この蓄積により、コーチング学
研究のゲームコンセプト認識トレーニングの方
法論を構築していく事を可能としていくと思わ
れる。
脚注
注１）2014 年のワールドカップ・ブラジル大会
においては、長友、伊野波の 2 名が登録さ
れており、2015 年 1 月に開催されるアジア
杯では、東口、長友、塩谷、小林、武藤の
5 名の大学経由選手が登録されている。
注２）全日本大学サッカー連盟は、選手強化の一
環としてユニバーシアード大会終了後に新
たな監督を選出し、監督を中心として次の
大会を目指して 3 月上旬にデンソーカップ、
その後に海外遠征（12 日間程度）、3 月下
旬に日韓大学選抜定期戦、8 月に海外遠征
を展開している。その他に短期間の合宿を
数回行っている。その都度、選手を招集し
トレーニング、試合を重ねながら 2 年間を
掛けてチームを完成させている。
注３）SAP とは、ERP パッケージなどでよく知
られるドイツのソフトウェアメーカー。ソ
フトウェア業界の世界的な大手で、大企
業向けパッケージソフトなどに強みがあ
る。ERP を中心とするビジネス向けソフト
ウェアを開発・販売しており、世界 130 カ
国以上に拠点を持つ。日本でも大企業を中
心に多くの顧客を抱え、代理店などによる
同社製品の導入やカスタマイズ、関連ソフ
トウェアの開発・販売なども活発に行われ
ている。1972 年に IBM ドイツ法人 OB な
どにより設立された企業で、ドイツ中西部
ヴァルドルフに本社を構える。日本法人
SAP ジャパンは 1992 年に設立された。
注４）PDCA サイクルとは、企業が行う一連
の活動を、それぞれ Plan-Do － Check －
Action という観点から管理するフレーム
ワークである。具体的には ① Plan：まず
目標を設定し、それを具体的な行動計画に
落とし込む。② Do：組織構造と役割を決
めて人員を配置し、組織構成員の動機づけ
を図りながら、具体的な行動を指揮・命令
する。③ Check：途中で成果を測定・評価
する。④ Action：必要に応じて修正を加え
る。これら一連のサイクルが終わったら、
反省点を踏まえて再計画へのプロセスへ入
り、次期も新たな PDCA サイクルを進める
ことである。
注５）李は、日本大学サッカー代表監督にこの試
合におけるデータ分析を基に、どうゲーム
コンセプトに沿うように修正トレーニング
をし、また選手との共通認識を構築してい
くプロセスをインタビューによる調査から
明らかにしていこうとしている。この研究
については、別稿にて発表予定である。
注６）DATA ストライカーサッカー入力システ
ムとは、データスタジアム（株）が独自に
開発したサッカーデータ＆映像分析ソフ
トである。このソフトの特徴は、全ての
データが映像とリンクしているため、特定
のシーンや選手をまとめて映像で確認でき
る。また対戦相手チームのセットプレーや
得点、失点の傾向を調べる際に大変便利で
あり、自チームの戦術徹底度を検証する際
に、選手とのミーティングの資料映像とし
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ても利用可能である。資料（１）は、パソ
コン上で 2 次元から 3 次元で認識可能な開
発中の次世代分析ソフトである。
注７）得点につながりやすい活動が起こるエリア
を示す言葉であり、ペナルティアーク周辺
の DF ラインと MF（セントラル MF・守
備的 MF）の間のスペースを指している。
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